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Γ 関数と B 関数
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誤差関数
[定義]

erf(x) =
2
√

π

∫ x

0

e−t2dt

を誤差関数 (error function)とよぶ。

練習問題より とおく

なので
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誤差関数
[定義]

erf(x) =
2
√

π

∫ x

0

e−t2dt

を誤差関数 (error function)とよぶ。

練習問題より √
π = Γ (1

2
) = 2

∫

∞

0

e−t2dt ( x = t2 とおく)

なので erf(+∞) = 1
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宿題

一年生の時の微分積分の教科書の該当箇所の練習問題。
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